
 本シミュレーションでは、令和６年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある
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（単位：百万円）

※歳入の「繰入金」について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない

R6（決算） R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

歳　　入　　合　　計 28,787 29,316 29,902 31,049 29,574 31,661 31,618 28,615 28,633 28,619 28,634 28,621 28,588 28,582 28,559 28,547

市町村税 8,900 9,165 9,218 9,252 9,240 9,225 9,206 9,178 9,146 9,110 9,077 9,041 8,984 8,930 8,876 8,817

地方交付税（臨財債含む） 4,714 4,674 4,744 4,812 4,942 4,971 5,003 5,033 5,050 5,070 5,089 5,111 5,140 5,177 5,214 5,255

交付金・地方譲与税等 2,339 2,107 2,153 2,190 2,198 2,204 2,210 2,216 2,220 2,224 2,228 2,229 2,231 2,233 2,234 2,234

国・府支出金 8,983 8,822 9,250 10,086 9,473 9,962 10,039 9,281 9,310 9,308 9,333 9,333 9,326 9,335 9,328 9,334

地方債 697 2,154 2,530 2,702 1,714 3,292 3,153 900 900 900 900 900 900 900 900 900

諸収入等 2,007 2,009 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007 2,007

繰越金、繰入金 1,147 385 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歳　　出　　合　　計 28,458 29,460 30,719 32,049 30,791 33,432 33,815 29,501 29,728 29,607 29,797 29,678 29,608 29,755 29,672 29,798

人件費 4,832 4,436 4,755 4,626 4,977 4,691 4,905 4,691 5,065 4,958 5,276 5,219 5,068 5,122 4,946 4,977

扶助費 8,863 9,238 9,637 10,064 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517 10,517

公債費 2,406 2,373 2,473 2,577 2,544 2,583 2,544 2,559 2,377 2,326 2,161 2,061 2,116 2,172 2,227 2,283

建設事業費（災害復旧含む） 1,282 3,397 3,878 4,602 2,348 4,709 5,671 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

物件費 3,619 3,692 3,751 3,783 3,815 3,847 3,880 3,913 3,946 3,980 4,014 4,048 4,083 4,118 4,154 4,190

補助費等 2,363 2,363 2,363 2,516 2,691 3,168 2,363 2,363 2,363 2,363 2,363 2,363 2,363 2,363 2,363 2,363

繰出金 3,603 3,645 3,698 3,715 3,731 3,748 3,764 3,785 3,785 3,787 3,788 3,790 3,779 3,780 3,780 3,781

積立金等 1,490 316 164 166 168 169 171 173 175 176 178 180 182 183 185 187

▲ 144 ▲ 817 ▲ 1,000 ▲ 1,217 ▲ 1,771 ▲ 2,197 ▲ 886 ▲ 1,095 ▲ 988 ▲ 1,163 ▲ 1,057 ▲ 1,020 ▲ 1,173 ▲ 1,113 ▲ 1,251

1,721 1,732 915 ▲ 85 ▲ 1,302 ▲ 3,073 ▲ 5,270 ▲ 6,156 ▲ 7,251 ▲ 8,239 ▲ 9,402 ▲ 10,459 ▲ 11,479 ▲ 12,652 ▲ 13,765 ▲ 15,016

3,858 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783 3,783特 定 目 的 基 金 残 高

区　　分

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高
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（単位：百万円）

※累積赤字額は、財政調整基金枯渇後の赤字の累積

1,734 1,734 

737 737 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

R9 R10減債基⾦ 公共施設等整備

R9 R10

▲ 85 ▲ 1,302

区　　分

累 積 赤 字 額

○特⽬基⾦（減債基⾦及び公共施設整備基⾦）の残⾼を加味すると令和10年度まで
⾚字額の補てんが可能



主な費目 考え方

歳
入

市町村税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費、
繰出金の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
□ 見込む
☑ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に賃金上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
□ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
☑ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は団体による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連動

公営企業は直近の実績を据え置き
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